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●本誌掲載記事の複写・複製・磁気媒体等への入力および論文・抄録は、弊社の許諾なく行うことを禁じます。ご用の方は☎（03）3261-7817・FAX（03）3261-7818までご連絡ください。

※訂正とお詫び：弊誌1月号 「視点」 にて、 ICCA APについてのご紹介の中で  「Change、Corporation、
Chanceの3つのC」 と記しておりましたが、正しくは「Change、Cooperation、Chanceの3つのC」です。
ここに訂正させていただくとともに、読者の皆様、関係者の皆様にお詫びを申し上げます。

※コラム「Tech for MICE business」は、都合によりお休みさせていただきます。※編集の都合により、「出展募集」、「イベントレポート」はお休みとさせていただきました。ご了承ください。
お詫び：今号にて掲載を予定しておりました 「フィリピンMICE FAMレポート 続編」 は、
次号2020年3月号にて掲載させていただきます。

※DMC通信は、編集部の都合によりお休みさせていただきました。

本掲載は1月17日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりま
すが、新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・
延期される場合もあります。また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイ
ベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。また開催催
事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、中止催事には
オンラインでの開催がある場合もあります。

連載：「JNTO国際会議統計とデータの活用についての考察～ JNTO国際会議統計②」は、次号2022年2月号に掲載させていただきます。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。

※サステナビリティ最前線：GDS-index加盟都市の取組紹介は、今号、お休みさせていただきます。

 4 ●  視点／MICE新時代の幕開け
 6 ●  インタビュー／ MICEの価値を高めまちに効果をもたらすプロデュース

～直営カンファレンス施設を東京・福岡に開業～
日本コンベンションサービス㈱ 執行役員 まちづくり事業部 事業部長

大和田 雅人 氏
10 ●  寄稿／ バーチャルツアーを知る【2】MICEにも効くデジタルツール
　　　　　　　　　　　　　　　　　バーチャルツアーの種類

㈱イザン 代表取締役 井上 浩二 氏
12 ●  レポート／ グローバルMICE都市の若手・中堅リーダーが集い 業界の未来を議論

～次世代のリーダーがJAPAN MICEのプレゼンス向上に立ち上がる～
14 ●  レポート／ 新展示場「有明GYM-EX」がグランドオープン

東京2020オリ・パラの競技場が展示会場に生まれ変わる
15 ●  レポート／ 2023年10月26日から東京ビッグサイトを中心に開催する

「ジャパンモビリティショー2023」がコンセプトとロゴを発表　
本誌シニアアドバイザー 岡 雅夫 氏

16 ●   JNTO／ 持続的な観光・消費額拡大・地方誘客の実現に向けた
訪日プロモーションを展開
～2023年度はインバウンド回復に向けた取組みを加速～

17 ●  観光庁／ ポストコロナに向けた国際会議誘致競争力向上事業
～実証対象国際会議プログラム 2次募集～

19 ●  NEWS RELEASE／ 【県内自治体 初】伊勢原市とパシフィコ横浜が
観光振興に係る「包括連携協定」を締結しました

20 ●  NEWS RELEASE／ ドイツトラベルマート™2023 エッセンにて大成功
参加者からの素晴らしいフィードバック─
次回のドイツトラベルマート™2024はケムニッツで開催

21 ●  NEWS RELEASE／ 電通プロモーションプラス、使用しなくなったペットボトルで
風呂敷「HYAKU-YOU（ヒャクヨウ）」を開発
-環境負荷軽減を実践する「で、おわらせないPROJECT」第3弾-

22 ●  NEWS RELEASE／ 観光客の集客に取組む横浜中華街に
｢Location AI Platform®」を提供
～人流データの分析を観光客の呼び戻しや広告の最適化に利用～

23 ●  NEWS RELEASE／ 丹青社、AIを活用して社内の情報と人を結ぶ
｢saguroot」の提供を開始
～資料検索を通じて社内の知見と人材をつなげ、
　活きた情報でイノベーションを支援～

24 ●  NEWS RELEASE／ AP通信 海外広報サービス部門、
広島県の観光プロモーションをプロデュース

26 ●  連載／ 展示会マーケティング戦略ゼミ ～出展成果最大化の現場から～
｢展示会とは・来場者とは何か」3）「展示会来場者マーケティング」⑭ 
展示会での〈コミュニケーション〉について その24

展示会研究所 代表 辻井 勝 氏 
28 ●  連載／ 『江戸名所図会』で巡る“Withコロナ時代”のオンライン観光

東海道品川宿周辺の名所巡り ③  “歴史の駅”研究所 宮地 克昌 氏
45●  MINI SPOT／ 朱鷺メッセ：おかげさまで開業20周年！

｢インテックス大阪 安全大会 2023」協賛出展募集中
25 ●  DMC通信／マンタの散歩　30●MICE映画館  
31 ●  全国会場別MICEスケジュール　46●北から南から

■■■■■

}⬅ 1行で入りきりません 本掲載は12月10日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、
中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。

49ミリ

■今月の表紙　

　総合レンタル事業を展開する西尾レントオール㈱
が2022年12月、大阪市住之江区南港北に竣工さ
せた「咲洲モリーナ（morena）」は、国内最大級の
木造アリーナで、西尾のオリジナル技術により柱の
ない38ｍの大空間を実現させている。スポーツイ
ベントの開催や地域の企業・団体との共同利活用
などが予定されている。温かみのある純・木造アリ
ーナは珍しく、MICEイベントでもその利用価値は
高いものと思われる。
　咲洲モリーナ（morena） の建物面積は1356.43㎡
（梁間38.22ｍ×桁間35.49ｍ）で、軒高10.55m、
最高高さ11.95mの無柱構造となっている。
　西尾レントオールは大阪・咲洲に「西尾レントオー
ルR&D国際交流センター（仮称）」を建設し、2025
年開催の「大阪・関西万博」に向け、シェアリング・
ソリューションを進化させる技術開発や実証実験を
加速させ、レンタルサービスの「質」の向上を図る計
画である。その後、産官学、スタートアップと連携し、
R&D国際交流センターをイノベーションを促進する
拠点として活用することをめざしている。
▽「咲洲モリーナ（morena）」詳細
　https://www.nishio-rent.co.jp/sakishima/
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CLT工法・無柱38m大スパン！
2022年12月に大阪市住之江区にオープンした「純・木造」アリーナ

咲洲モリーナ（morena）
西尾レントオールが提供する国内最大級の木造アリーナ


